
昭和46年12月10日 第22号

個

人

会
員

へ
の

道

を

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
も
創
立
か
ら
三
年

目

に
入

っ
た
。
そ

の
存
在
も
各
方
面
に
知

ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
会
員
社
外

か

ら
も
入
会

の
問

い
合

わ
せ
が
時

々
事
務

局

に
寄

せ
ら
れ
る
。
新
聞
社
の
O
B
で
、

評

論
活
動
を

つ
づ

け
て

い
る

人

や

外
人
記

者
、
あ
る
い
は
在

日

の
外
国
公
館

の
プ

レ

ス

・
ア
タ
ッ
シ

ヱ
か

ら
も
入
会

の
希
望

が

表
明
さ
れ
た
り
す

る
。

そ
の
た
め
、
理
事

会

で
も
、
多
少
現
在

の
入
会
基
準
を
ゆ

る

め
、
ま
ず
現
会

員
社

の
退
職
者

で
、
報

道

評
論
活
動
を

つ
づ
け

て
い
る
人
あ
た
り

か

ら
、
個
人
会
員
と

し
て
の
入
会
を
認

め
た

ら
ど
う
か
と
の
意
見

が
交
換
さ
れ
、
目

下

総
務
委
員
会
で
規
約

の
検
討
を
は
じ
め

て

(左 か ら江尻 理事,保 利1博事長,原 理'lf長)

い
る
。
会
館

が

で
き
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
が

本
格
化
す

れ
ば
、
さ
ら
に
会
員

の
範
囲
を

ひ
ろ
げ
る
必
要
が
生
じ

よ

う

が

、

当
面

創
立

三
年

を
迎
え
た

記
者
ク
ラ
ブ

十

一
月

の
行
事
は
、

マ
ク

ナ

マ
ラ
世
銀

総
裁

の
記
者

会
見

(
六
日
)

で
は
じ
楽

っ

た
。
国
連

へ
の
中
国
復
帰

の
直

後

で
も
あ

り
、
国
防
長
官

の
経
歴
者

で
も
あ

る
た
め

に
、
約

八
十
名

の
会
員
お
よ
び
取
材
記
者

が
集
ま

っ
た
。
そ
の
た
め
ク

ラ
プ

ル
ー
ム

は
満
員

で
、

後
方
で
立

っ
て
取

材
す
る
人

も
で
る
あ
り
さ
ま
だ

っ
た
。

つ
い
で
日
中

文
化
交
流
協

会
の
中
島
健
蔵
氏

の
夕
食
会

(
十

二
日
)
だ

っ
た
が
、
参
△
五
者
約

三
十

名
。
戦

後

の
訪
中
+

一
回
と

い
う
中
島
氏

か
ら
中

国

の
現
状
に
つ
い
て
、
政
治
家
と

は
ち
が

っ
た
観
点
か
ら
詳
細
な
話

を
聞
い

た
。昼

食

会

は
、
前
か
ら
予
定
さ
れ

た
赤
城

農
相
が

病
気
入
院
で
中
止
に
な

っ
た
が
、

そ
の
か
わ
り
、
自
民
党

の
保
利
幹
事
長
を

ゲ

ス
ト
と

し
て
の
昼
食
会

(
十

五
日
)
が

盛
況

の
う
ち

に
催
さ
れ
た
。
折

り
か
ら
周

十
二
月

会

員

社

会

員

数

一
日
現
在

=
三
二
社

八
七
九
名

日
本
記
者

ク
ラ
ブ
会
員
数

タ

イ

ム
リ
r
な
保
利

昼
食

会

高
ま

っ
た
夕
食

会

へ
の
関
心

は
、

ま

ず

小

幅

な

ス
テ

ッ
プ

で
踏

み
だ
そ

う

と

い
う

わ

け
で

あ

る
。

第22号

1971年

2月10日 発 行

東

京
都
千
代
田
区
内
幸
町

一
ノ

一
ノ

一

帝
国

ホ
テ
ル
東
館

一丁
㎜

日
本

記
者

ク

ラ
ブ

発

行

剄
1

.
亠ハ
ニ
ニ
～

=
一

電
話

動
ー

一
一
一
一

内
線
亮
三

恩
来
首
相

へ
の
保
利
書
簡
問
題
が
表
面
化

し
、
大

き
な
話
題
を
提
供

し
た
直
後
の
こ

と
だ

っ
た
だ
け
に
、
参
加
者
も

七
〇
名
を

上
回

っ
た
が
、
沖
縄
国
会
を

テ
ー

マ
に
す

る

つ
も

り
だ

っ
た

保
利
長
官

、
「
今
目

は

ま

こ
と

に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪

い
こ
と
に
な

っ
た
..
書
簡
問
題
を
お
話

し
な

い
わ
け
に

い
か
な

い
が
、
党
幹
部

に
も
話

し
て
い
な

い
段
階

な

の
で
、
そ
れ
だ
け
は
オ
フ
レ
コ

に
」

と
、
せ

っ
か
く
の
ホ

ッ
ト

ニ
ュ
ー

ス

を
期
待

し
て
い
た
参
加
者
を
ガ

ッ
カ
リ
さ

せ
た
.、

そ

の
後
、
朝
鮮
総
連

の
金
炳
植
副
議
長

(
二
十

四
日
)
と
、
会
員

で
金
日
成
、
周

恩
来

首
相
と
会
見
し
て
き
た
朝
日
新
聞

の

後
藤

編
集
局
長
(
二
十
六

口
)
と

二
人
を

そ

れ
ぞ
れ
ゲ

ス
ト
に
し
て
夕
食
会
を
開
き
、

二
つ
の
隣
国
と
の
新
し

い
問
題
を
語
り
合

っ
た
。

と
く

に
北
朝
鮮
問
題

で
の
会
合
は
、
は

じ

め
て
で
あ

っ
た
だ
け

に
、
金
副
議
長

の

夕
食

会

に
は
六
十
名
も

の
会

員

が

集

ま

リ
、
関

心

の
深
さ
を
物
語

っ
た
。
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第

25

回

企

画

委

員
会

昭
和
46
年
11
月
2
日

(
火
)

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
別
室

11
、

12
月

の
昼
食
会
ゲ

ス
ト
と

し
て
、

福
田
外
相
、
水
田
蔵
相
、
成

田
社

会
党
委

員
長
、
ま

た
夕
食
会
に
は
ゲ

ス
ト
と
し
て

朝
鮮
総
連

の
議
長
か
副
議
長

を
招

き
、
南

北
統

一
問
題
、
記
者
交
換

の
問

題

に
つ
い

て
話

し
を
聞
く

こ
と
に
し
た
。

か
ね
て
か

ら
懸
案

の
大
阪

で
昼
食
会
を
開
催

す
る
件

に
関

し
て
は
、
年
内
を
め
ど

に
福

田
外
相

か
木
村
経
企
庁
長
官

の
つ
こ

う
を
交
渉
す

る
こ
と
に
し
た
。
な
お

一
月

に
新

年
互
礼

会
を
開

い
て
は
ど
う
か
、
と

い
う
意
見
が

出
さ

れ
、
具
体
案
を
次
回
ま
で

に
持
ち
寄

る
こ
と
に
し
た
。

第

20

回

理

事

会

昭
和
46
年
11
月

12

日

(
金
)

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
別
室

】
、
会
員
資
格
拡
大
の
件

第

11
回
総
務
委
員
会
で
決

定

し
た

〃
ク

ラ
ブ
員

の
入
会
資
格
を
、
会

員
社

退
職
者

ま
で
拡
大
す

る
”
件
を
了
承

し
た
が
、
入

会

に
際
し

て
は
、
あ
く
ま
で

〃
ク
ラ
ブ
の

目
的
お
よ
び
事
業
逐
行
に
ふ
さ
わ

し
い
”

と

い
う
条
件

の
も
と
に
、
関

係
会
員
社

の

代
表
者

が
推
薦
し
た
者

で
、
理
事
会

の
承

認
を
得

る
と
い
う
条
件

を

つ
け
る
こ
と
に

し
た
。

二
、
年

末
、
年
始
の
会
員
懇

親
会

の
件

新

聞
週
間

の
会
員
懇
親
会

参
加
者
が
五

十
名

弱
と
淋
し
か

っ
た

の
で
、
年
末
、
年

始

の
会

員
懇
親
会
の
開

き
方

に

つ
い
て
話

し
あ

っ
た
が
、
や
は
リ
ク
ラ
ブ
行
事

は
ひ

ん
ぱ

ん
に
開
催
し
た
方

が
よ

い
、
と
い
う

意
見

に

一
致
。
年
末

は
と
り

や
め
る
が
、

一
月

十

三
日

(
木
)

に
新

年

互
礼
会
を
兼

ね
て
会
員
懇
親
会
を
開

く
。

そ
の
際
、
ア

ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
福
引

を
行
な
う
こ

と
な
ど
を
き
め
た
。

出
席
者

原
理
事
長
。

理
事

11
新
井
、

橋
本

、
松
本
、
泉
、
江
尻
、
杉

山
、
北
尾

(
稲

本
代

理
)
。
監
事
11
真
崎

委
任

11
斎
藤
、

川
原

、
久
野
。
事
務
局

11
前

田
、
春
原
。

第

11

回

会
報

委

員

会

昭
和
46
年
11
月

茄

日

(木
)

日
本
記
者
ク
ラ
ブ

別
室

新

年
度

の
ク
ラ
ブ
会
報

に

つ

い

て
協

議

、
連

載
物

の

「
世
界

の
記
者

ク
ラ
ブ
」

は
ま

だ
半
年

ほ
ど
は
連
載

の
予
定
が
あ
る

の
で

こ
の
企
画
を
続
け

る
こ
と
、

「
会
員

の
声
」

を
拡
大
し
て
、
単

に
ク
ラ
ブ
に
対

す

る
注
文
や
要
望
だ
け

で
な

く
、
随
想
と

当

ク
ラ
ブ
企
画
委

員
会

で
は
、
か
ね

て

か
ら
、
地
方
会
員

の
た

め
に
、
東
京
以
外

の
所

で
、
会
合
を
開

き

た
い
と
、
検
討

し

て
き
た
が
、
こ
の
た
び
、
木
村
俊
夫
経
済

企
画
庁
長
官
を
ゲ

ス
ト

に
し
て
、
地
方
初

の
プ

レ
ス
・
デ

ィ
ナ
ー
を
左
記
の
要
領

で

開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
関
西
在
住

の

会
員
諸
兄
は
も
と
よ
り
、
西
日
本
地
区

の

会
員

の
方
は
、
と
く
に

ふ
る

っ
て
ご
出
席

く

だ
さ
る
よ
う
希
望

し

て
い
る
。
な
お
企

画
委
員
会
と
し
て
は
今

後
、
年

に
三
、

四

回
、
地
方
で
昼
食
会
な

い
し

は

夕

食

会

を
、
ま
た
随
時
、
講

演

会
研

究

会

を

開

き
、
会
員
の
便
宜

を

は
か
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

日
時

十
二
月
十

七
日

(
金
)

午
後

五
時
三
十

分
～

七
時
三
十
分

場
所

大
阪

「
ホ

テ

ル

・
プ
ラ
ザ
」

会
費

三
〇
〇
〇

円

N
H
K
年
鑑

(
日
本
放
送
協
会
)

地
方
別
日
本
新

聞
史

(
日
本
新
聞
協
会
)

日
本
経
営

の
探

求

(
山
内
雅
夫
会
員
)

現
代

の
資
本

主
義

(

〃

)

武
見
太
郎
回
想

録

(

〃

)

円
切
上
げ
と
日
本
経

済

(

〃

)

寄

贈

書

大
阪
で
初
の
夕
食
会

か
、
先
輩
記
者

の
思

い
出
話
、

一
忘
れ
得

ぬ
人
」
な
ど
の
読

み
物

に
し
て
掲
載
す

る

こ
と
、
ま
た
会
員

で
海

外
取
材
に
出
か
け

て
帰
ら
れ
た
方
に
、
取
材

の
裏
話
な
ど
を

書

い
て
も
ら
う

こ
と
、
な
ど
の
新

し
い
企

画
を
決
定
し
た
。

ア
メ
リ
カ
新

聞

物

語

(
磯
部

佑

一
郎

)

マ
ス

コ
ミ

の
世

界

(
ジ

ョ
ン

。

ホ
ー

ヘ
ン
バ

ー

ク
)

ユ
ダ

ヤ
の
挑

戦
…

(
シ

モ
ン

・
ペ

レ

ス
)

オ
ラ

ン
ダ

共

和

国

(
C

・
ウ

ィ
ル

ス

ン
)

東
京

い
い
店

う

ま

い
店

(
文
芸
春

秋

編

)

八
億

の
友

人

た
ち

(
鮫
島
敬
治
著

)

法
と
世
論

(
ギ

ン
ズ
バ
ー
グ

)

ソ
ヴ

ェ
ト

。
ロ
シ

ア
史

(
ゲ

オ

ル
ク

・

ラ
ウ

ホ
著

)

う
ま

い
も

の
日
本

】

「
食

べ
あ

る
記

」

(
日
本

情
報

セ
ン
タ

ー
編
…)

ル

・
ジ

ャ
ポ

ン

(
ジ

ャ
ン

。
フ
ラ

ン

ソ

ワ

・
デ

ラ
シ

ュ
ス
)

踊
り

の
心

(
尾
上

松
緑

)

チ
ベ

ッ
ト
の

文

化

(
R
・
A
・
ス
タ

ン
著

)

マ
ス
コ
ミ
と

コ
ン

ピ

ュ
ー

タ
ー

(
朝

日
新

聞
社
技
術

開
発
部

編

)

新
着
購
入
図
書

(2)



昭和砺年12i月10日1・瓣

1

号

い
よ
い
よ
ク
ラ
一!
・
ル
ー

ム
が
聞
…竃

-

盛
会
だ

っ
た
7
オ

ー

ル
氏
昇
食
会

3

第

一
回
映
両
会

3

世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー

の
記
者
会
見

3

会
議
組
告

(
理
事
会

、
企
画
委
、
会
員
委

、
総
務
委

)

4

入
退
会

6

ク
ヲ
ブ

・
ル
ー

ム
案
内
図

7

噌
附演
記
録

(
エ
ド

ガ

i

・
フ
ォ
ー
ル
)

8

2

号

軌
道
に
の

っ
て
き

た
記
者

ク
ヲ
プ

の
活
動

ー

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
プ

レ
ス
ク
ラ
ブ

2

μ
ン
ド

ン
の
記
者

ク
ラ
ブ

3

ビ

ニ
ー
ル

・
ア

ル
メ
ル
氏
昼
食

会

4

M

・
ピ
ー
タ

ン
氏
記

誘
会
見

5

会
譜
報
魯

(
理
事
会

、
企
画
委
.
会
報
委
)

6

入
退
会

7

ワ
イ
.ノ
リ

ス
ト

9

3

号

大
物
あ

い
つ
ぐ
忙

し

か

っ
た
四
月

の
ク
ヲ
ブ

ー

会
議
報
告

(
理
事

会
、

企
画
委
.
会
報
委
)
入

退
会

2

世
界
の
紀
者

ク
ラ
ブ

フ
ラ

ン
ス

3

講
演
鵠
録

(
渡
辺

武
開
銀

総
裁
)

4

講
巌
記
瞭

(
ス

チ

渦
7

!
ト
英
外
相
)

7

4

号

ひ
ん
ば

ん
だ

っ
た
記
者

会
見

1

会
犠
獺
籏

(理

事
会
、

企
画
委
、
会
報
麥
)

入
退
会

2

新

ク
ラ
ブ

ル
ー

ム
案
内

図

3

講
演
謁
録

(
B

・
R

・
パ
ー
ガ

ッ
ト
貿
易
相
)

4

ワ
ル
タ
ー

・
シ

ヱ
ー

ル
独
外
相

記
者

会
見

6

」
講
演

記
銀

(
レ
ネ

ッ
プ
O
E
C

D
事

務
縁
長

)

8

宇
宙

飛
行

士
記
考
会
見

(
レ
ォ
ー

ノ
フ
大
佐

)

11

5

号

行
事
は

ク
ラ
ブ
窒

で
消
化

1

世
界

の
記
者

ク
ラ
ブ

西
ド
イ

ツ

2

会
議
報
告

(
理
裏
会
、
企
画
委
、
会
報
委

)

3

金
員

の
声

(
新
谷
波

夫
)

3

入
退
会

4

ア

ユ
ネ

・
ガ

ボ

ン
外
務
大
臣
記

者
会

見

5

講
演
記

録

(
ウ

ニ

三

ー
ン

・
エ
カ

ソ

ェ
事
務

総
長
)

6

講
演
記

録

(
シ

ン

・
パ
ル
特
使

)

8

6

号

盛

況
だ

っ
た
会
員
懇
親
会

1

会
識

報
告

(
理
事
会
.
企
両
委

、
会

轍
委

)

2

会
員

の
声

(
下
村

利
昭
、
佐

々
木
膿

一
、
小

閲
武
彦
>

3

ホ

フ

マ
ン
U

N
D
P
事
務
局
長
記
者
会

見

5

入
退
会

7

講
演
記
録

(
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド

・
ポ
リ
才

ー
ク
首

相
)

8

記
勃
会
見

(
ア

ラ
ブ
連
合

・
ザ
キ
経
済

貿
易
大

臣
)

11

7

号

人
気
を
集

め
た
映

両
試
写
会

-

会
幽凱
組
告

(
会
報
「委
員
会
)
入
退
会

2

ソ
連

ジ

ャ
」
ナ
リ
ス
ト
同
盟
会
館

3

会
員

の
声

(
真
野

義
人
、
高
野
洋
、
赤

松
大
麓

、
磯
田
勇
.

森

脇
幸

次

)

,

4

U
N
C

T
A
∬

ゲ

レ
卩
察
務
局

長
記
者
会
見

7

モ
ン
彗

脳

・
ゴ

ン
ボ
ジ

ャ
ブ
刷

首
椙
記
者
会

見

11

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

会

報

総

索

引

8

号

万

国
博
後
も
衰

え
な
い
ゲ

ス
ト

ー

国

連
梱甜
者

ク
ラ
ブ

2

会

議
報
街

(
会
輜
婆
、

理
事
会
、

企

画
委

)

3

入
退
会

3

会

員

の
声

(北
川
揚
村
、
原
沢
弘

、

峯
田
錦

三
.

小
松
武
雄
)

3

ウ

ェ
ス
ト
モ
ー
ラ

ン
ド
米
陸
置
・大
将

記
者
会
日
卅

7

ア
イ
ル

ラ
ン
ド

・
ロ
ー
ラ
ー
商

工
大

臣
記
者
会
見

9

U
N

I
D
O

ラ
ー

マ
ン
楽
務
局
長
記

者
会
見

1ー

オ
ー

ス
ト
ヲ
リ
ア

・
マ
ク
マ
L

ン
外

想
…記
者
会
見

12

エ
カ

フ

ニ
庇
椴
調
査
団
紀
者
会
見

14

D
A

C

マ
ー
テ
ィ
ン
議
長
認
台
会
見

17

9

号

充

実

し
て
い
た
会
員
討
倫
会

1

会
識
報

告

(
企
画
蚕
員
会
)

2

入
退
会

2

マ
ニ
ラ
M
O
P
C

の
思

い
出

3

会
員

の
声

(前
田
源

一
郎
)

4

ウ

・
タ

ン
ト
氏
よ
り
図
輿
■
の
寄

贈

4

着
席

は
前
列

か
ら
.
小
さ
く
て
も
紙

面
掲
載
を

5

ア
ー

メ

ッ
ド

・
イ

ソ
ド
食
糧
農

業
大

臣
記
者
会
見

6

南

ペ
ト

ナ

厶
・
チ

ェ
ン

・
ミ
ン
師
記

者
会
目
州

7

サ

ン
チ

ェ
ス
大
統
領
記
音
会
見

10

日
本

記
者

ク
ラ
ブ

へ
の
ご
あ

い
さ

つ

12

10

号

成
果
を
嵒発
揮

し
た
こ
の

一
年

-

会

議
報
告

(
理
事
会
.
企
画
委
)

2

入
退
会

翌

ソ

ウ
ル
の
外
人
証

者

ク
ラ
ブ

3

今
後

⑳

ク
ラ
ブ
の
あ
つ
方

馳

江
尻

進

4

新

聞
遜

聞
肥
念
討
蒲
会

「
マ
ス

コ
ミ
を
語

る
」

5

才

ー
ク

ス
N
Y
タ
イ

ム
ズ
諭
説

主
幹
記

者
会
見

8

チ

ニ
ン

。
ヘ
ン
元
首

(
ク

メ
ー

ル
)
紀

者
A
窩見

9

講
巌

記
鍛

(
マ
ヵ
リ
ナ

ス
大

薦
教

V

12

ボ
ウ

ル
デ

ィ
ン
グ
教

授
記
者

会
見

14

李

菅
相

(
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
)

範
者
会
見

19

事

業
撮
告

箆

業
務
蝦
倍

23

会

議
輾
告

(聡
務
委

、
企

画
委
、
会
員
委
)

鍼

11

号

〃
時

の
間
題

〃
で

二
つ
の
昼
食
会

1

会
議

の
報
告

(
総
務
委
、

理
事
会
、

企
両
璽
)

2

入
退
会

2

台

北
の
記
者

ク
ラ
ブ

3

会
員

の
声

(吉

田
敏

雄
.
先
川

祐
次
)

4

ヲ

ル
フ

・
ダ

ー

レ
ン
ド

ル

7
氏
紀
者
会
見

5

第
二
画
総
会

(財
産

目
録
、
内

訳
)

8

暫

定
予
算
、
収
支

計
算
書

9

日
木
記
者

ク
ラ
ブ

に
関
す

る
規
約
改
正
稲
分

10

12

号

.

ラ
ル
7

・
ネ

ー
ダ

ー
会
見

で
幕
明
け

1

会
識
綴
告

(理
事
会
、

企
両
委
、
会

報
委

)

2

入
邊
会

2

会
員

の
露
'
(真
崎
瀞尺
夫

、
柳

沢

一
夫

.
深
尾
凱
ヱ
丁
)

4

活
発

な
ベ
ト
ナ
ム
記
者

会

5

講
演

紀
蝶

(岡
崎
窰
平

太
氏
)

6

マ
イ
ヤ
ー
米

大
使
紀

者
会
見

、

10

別
室

ご
案
内
、

ク
ヲ
ブ

備

品

・

、,

12

13

号

二
月

の
樫
食

会
ゲ

ス
ト
は

ソ
連
大
便

-

会
議
報
告

(
企
画
委

.
総

務
委

)

、

2

入
退
会

,..

.

.2

沖
縄
問
題
乏
沖
糧
四記
者

ク
ラ
ブ

3

会
員

の
声
,”
巾
鴎
九
州
男

、
丹

羽
翠
忠
、
高
橋
照
明
)

4

講
演
㈹
録

(
ト
ロ
ヤ
ノ
ツ

ス
キ

ー
ソ
連
大
使
)

6

ヒ

ロ
シ

マ
原
爆

の
紀
録

10

(付)
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事

業
鞭
告

.
業
務
稚
告

1ー

シ

ン
ボ
ル

マ
「
ク
募
藁
し
ま
す

12

14

号

二
兜
-目
を

迎
え
た
記
者

ク
ラ
ブ

ー

入
退

会

2

チ

ェ

コ
・
,シ
ャ
匸
ナ
リ
λ
ト
冖网
盟

3

第

三
回
総
会

4

会
議
轍

告

(
企
両
委
.
監
礁
会

.
理
事

会
)

6

会

員

の
声

(
ナ
カ

ム
ヲ
タ
ツ
シ
、

福

田
正
義
,

町
野
吉
甫
)
8

講
演
記

録

(藤

山
愛

冖
郎
)

10

マ
ー

ク
を
募
集

し
ま
す

16

15

号

好

評
だ

つ
た

闘
本
語

の
ゲ

ス
ト

ー

会

識
報

告

(
会
報
委
、
企
画
委
.

理
事

会
)

2

入
退
会

2

カ
イ

ロ
の
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー

3

フ
,

ン

・
ブ
ラ

ウ
ン
博
士
記
者
会
見

4

講

演
記
録

(
モ
ブ

ツ
大
統
領
)

7

カ

ン
パ

ン

・
パ

ニ
ヤ

・
ラ
オ
ス
外
柑
記

者
会

見

10

モ
イ

セ
ー

エ
フ
団
長
記
者
会
見

12

講
濱
紀

録

(李

韓
隅
大
使
)

14

会
見
、

講
演
会

の
録
竒
テ

ー
プ

・
リ
ス
ト

P

ア

ン
ケ
ー

ト
の
お
願

い

20

会
員

の
声

を

お
寄

せ
く
だ
さ
い

20

16

号

盛

況
だ

っ
た
米
海
軍
藕
地
の
見
学

1

会
議

親
告

(
総
務
委
、
企
闘
委

)

2

入
退

会
、

お
わ
び
と
お
順

い

(
試
写
会

)

2

メ
キ

シ

コ
の
外
人
記
者
協
会

3

会
員

の
声

(吉

田
恭
.
山
本

雅
生
、
丸

山
和
光
.

北
尾
陽
之
介
)

4

ギ

ュ
ン
タ

ー
艮
官

〔
西
独
カ
ル
テ

ル
庁

)
記
者
会
見

7

講

溜
唱記
醫
叩
(
ボ
ー
ラ

ン
ド

す
イ

エ
ン
ド

リ
ボ
7
ス
キ

ー

外
相
)

10

μ
ジ

ェ

・
カ
イ

ヨ
ワ
氏
記
者

会
見

12

17

号

粗

次

い
だ

ρ
救
済

8
紀
港
会

見

1

会
鼈

馨
告

(企
画
委
.
理
事

会
,
会
租
委
)

2

ゆ
外
人
記
者
ク
ラ
ブ

ψ
ご
紹
介

3

ジ

ュ
ネ
ー
ブ
国
連
記
者
会

4

入
退

会

5

会
員

の
声

(井
上
喜
央
、

中
村

徳
次
、
山
内
雅
夫
.

岩
田
清
祐
)

7

講
演
記

録

(佐

々
木
直
日
銀
総

裁
)

B

シ
ン
ボ

ル

・
マ
!
ク
決

ま
る

13

ア

ン

ソ
昌
ー
豪
州
副

首
相

配
者

会
見

14

勉
強

会
、
麺
味

の
会

テ
ン
ケ

ー
ト
織
果

16

18

号

皇

太
子
ご
夫
翼
が
来
室

1

会
臓
報

告

(企
両
委
員
会

)

2

入
退

会

2

イ

ン
ド

の
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ

3

会
員

の
声

(石
丸
量

雄
.

河
本

広
、
後
藤
宗
次
郎
)

4

パ

ー
チ

ェ
ッ
ト
氏
記
者
会

見

6

卩
ー
デ

リ

ッ
ク

(A
P
)

12

リ

ッ
チ

(N
B
C
)
両

記
者

に
聞

く

カ
リ
ド
大
使

(
ユ
ネ

ス
コ
)
記

者
会
見

17

ナ
ラ

ヤ
ン
氏

〔イ

ン
ド
)
記
者

会
見

拍

諺

演
記
録

(美
濃
部
東

京
都
知

事
)

21

19

号

天

皇
訪
欧
で
昼
食

会

1

λ

退
会

2

第

一
回
懇
親

コ
ン
ペ

(
武
井

兼

餓
)

2

タ

イ
外

人
記
者
ク
ラ
ブ

3

会

員

の
声

(
荒
井
連
雄
、
小

野
瀬
甜
慈

)

4

「
記
者
ク
ラ
ブ
」

に
お
出

ま
し

の
皇
太
子
ご
夫
妻

5

講
瀏
記
録

(
田
中

角

栄
通
産
大
臣

)

7

講
漬
起
録

(竹

入
義

勝
委

員
長
)

11

碁

の
会

の
お
知
ら

せ

15

ス
ト
ロ
ン
グ
事
務

局
長
記

者
会
見

16

講
漢
記
録

(宇
佐

見
長
官

.
局

式
部
官
髭

)

18

20

号

示
唆

に
富

ん
だ
発

言

-

会
議
報
告

(企
画
委

,
理
事
会

)

2

入
退
会
.
第

二
回

コ
ン
ペ
ご
案
内

2

シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
外

人
記
者
協
会

3

会
員

の
声

(
煩
山
博

.
宮
本
源

七
郎
)

4

ゆ
碁

の
会

8
始
ま

る

(
開
催
要
領
)

5

ヲ
ザ

ク

・
マ
レ
ー
シ

ア
首
相
記
者
会
図
儿
の
ご
注
意

5

講
潰
詔
録

(
柏
木

雄
介

大
蔵
省
順
問
)

6

講
演
記
録

(
マ
ク
ガ
パ

ン
米
上
院
議
員
)

10

ワ
イ
ン
リ
ス
ト

4

卩
ン
グ

・
ガ

ッ
ト
事
務

局
長
記
者
会
見

15

21

号

二
百
名
を

こ
え
た
首
相

昼
食

会

-

会
議
報
告

(企

画
委
、

総
務
委
)

2

入
退
会

2

ジ

ャ
カ
ル
タ
の
記

者

ク
ラ
ブ

3

会
員

の
声

(大
森

建
道
.
大

日
向

一
郎
)

4

中
田
語
勉
強
会

5

り
ー
ガ
ン
知
事

と
の

一
問

「
答

6

ヲ
ザ
ク

・
マ
レ
r
シ
ア
着
一相
記
老
ム
A見

8

ボ
ー

エ
ン

・
ナ

ー
ス
ト
ラ
リ

ア
外
相
証

者
A冨
見

U

I
」
0

.
ジ

呂
ン
ク

ス
事
秘
局
畏
肥
老
会
見

13

サ
..・
ユ
ェ
ル
ソ

ン
博

士
記
者
△
叫見

M

事

務

局

よ

リ

ク
ラ
ブ

ル
ー
ム
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
入
時

ま
で
開

い
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
は
午
後
七
時

ま
で
で
閉

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ

の
備
品
は
パ
ー
セ
ッ
ト

一
式

の
ほ
か
、

カ
ラ
ー
テ

レ
ピ
、
囲
碁
、
将
棋
な
ど
が
楽
し
め

る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
新
聞
、
週

刊
紙
、
新
刊
書
な
ど
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
主
催

の
会
合
に
出
席

の
際

は
、
か
な

ら
ず
会
員
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

る
よ
う
お
願

い

し
ま
す
。
ネ
ー

ム
カ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
胸

に
つ
け
る
ケ
ー

ス
は
受
付
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

会
合

へ
の
参
加
は
事
前
に
事
務
局
あ
て
ご
連

絡
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昼

(
夕
)
食
会

に
出
席
ご
通
知

の
後
、
参
加

で
き
な
く
な
ら
れ
た
場
合
も
、
前
日
ま
で
に
か

な
ら
ず
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
無
断
欠

席

さ
れ
た
場
合

は
,
原
則

と
し
て
会
費
を
請
求

す

る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く

だ
さ

い
。

昼
食
会
、
記
者
会
見

の
講
演
内
容

は
、
テ
ー

プ
に
と

っ
て
あ
り
ま
す

の
で
、
お
申

し
出

い
た

だ
け
れ
ば
お
借
し
い
た
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ

に
は
会
ム
n
、
座
談
会
用

の
部
屋

(有

料
)
が

2
室
あ
り
ま
す
。
食
事
も
事
前

に
お
申

し

つ
け

い
た
だ
け
れ
ば
準
備
で
き
ま
す
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
会
合
に
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

(付)
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一
九
七

一
年
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
行

事

は
、

ア
メ
リ
カ
の
公
害
告

発
で
勢
力
的
な
活
動

を
続
け
て
い
る
ラ
ル
フ

・
ネ

ー
ダ
ー
弁
護
士

の

記
者
会
見

で
、
幕
を
開
け
た
。
参
会
者
は
外
人

記
者

七
〇
名
を
含
ん
で

一
五
〇
名
と

い
う
大
盛

況

だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

記
者
会
見
は
月
二
～
三
回

の
ペ
ー

ス
で
行
な

わ
れ
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
活
動

の
中
核
と
し

て
定
着

し
て
き
た
。
未
来
学
者

と
し
て
有
名
な

ア
ル
ビ

ン

・
ト
フ
ラ
ー
氏

(
六
月
)、

ア
メ
リ

カ
の
宇
宙

ロ
ケ

ッ
ト
開
発

の
功
労
者

フ
ォ
ン

・

ブ

ラ
ウ

ン
博
士

(
三
月
)
、

ソ
連
科
学
ア
カ
デ

ミ
i
会
員

の
ウ
ー
ジ

ン
ツ

ェ
フ
博
士

(
三
月
)

な
ど

の
著
名
学
者

の
会
見
な
ど
も
思

い
出
さ
れ

る
。ラ

ン
チ

ョ
ン
の
ゲ

ス
ト
も

一
月
の
佐
藤
前
経

企
庁
長
官
を
は
じ
め
、

ト

ロ
ヤ
ノ
フ
ス
キ
!
ソ

連
大
使
、
李
韓
国
大
使
な
ど
、
時

の
人
、
話
題

の
人
と
し
て
は
秦
野
章
、
藤
山
愛

一
郎
、
美
濃

部
都
知
事
、
佐

々
木
日
銀
総
裁
な
ど
の
ほ
か
、

国
賓
と
し
て
来
日
し
た

コ
ン
ゴ
の
モ
ブ

ツ
大
統

領

、
明
年

の
大
統
領
選
挙

に
立
候
補
を
宣
言
し

こ
の
よ
う
に
多
く

の
記
者
会
見
を
こ
な
す
よ

う

に
な
れ
た
の
に
は
、

二
月
か
ら
別
室
が

で
き

た

こ
と
が
大

い
に
あ
ず

か

っ
て
い
る
。
た
だ

こ

の
別
室
に
は
相
当
の
経

費
が
か
か

っ
て
い
る

の

で
、
会
員
諸
兄
姉
の
会
社

の
会
合
ま
た
は
プ

ラ

イ

ベ
ー
ト
な
会
な
ど
に
も
お
お
い
に
利
用
願

い

た

い
。 多

彩
な
催
し

て

い
る
マ
ク
ガ
バ
ン
民

主
党

上
院
議
員
。
と
く

に
十
月
に
は
、
ラ
ン
チ

ョ
ン
は
共
産
党
の
宮
本

委
員
長
、
佐
藤
首
相
、

リ
ー
ガ

ン
米
大
統
領
特

使

の
三
回
に
、
ラ
ザ

ク

・
マ
レ
ー
シ
ア
首
相

な

ど
記
者
会
見
が
七
回
と
、
行
事

の
ラ
ッ
シ
ュ
で

事

務
局
は
ネ

コ
の
手
も
借
り
た

い
と
、
う
れ

し

い
悲
鳴
を
あ
げ
る
仕
末

。

佐
藤
首
相
と
の
ラ
ン
チ

ョ
ン
は
新
聞
協
会
理

事
会

と
の
共
催
だ

っ
た
が
、
落
ち
目
と
は
い
え

さ
す
が

一
国
の
首
相
、

参
加
者

二
〇
〇
名
を
越

し
、

ク
ラ
ブ
の
プ
レ
ス

・
ラ

ン
チ

コ
ン
の
最
高

記
録
を

つ
く

っ
た
。

よ
う
や
く
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
も
世
間
か
ら
評

価
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

、
お
互
い
に
喜
ば

し

い

限
り
で
あ
る
が
、
と
く

に
家
主
の
帝
国
ホ

テ
ル

当
局
さ
え
び

っ
く
り
し

た

の
は
、
皇
太
子
ご
夫

妻
が
お
し
の
び
で
ク
ラ
ブ
を
訪
問
さ
れ
た

こ
と

だ
ろ
う
。

そ
れ
は
七
月
二
十
四
日
、
昭
和
二
十
八
年
英

国

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女

王
戴
冠
式
に
参
列
さ
れ

た

皇
太
子
殿
下
に
同
行

し
た
記
者
団
が
、

二
十
年

を
罷
念
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
ご
夫
妻

を
ク
ラ

ブ
に
招
待
し
た
の
だ
。
皇
太
子
ご
夫
妻

は
、
も

う
白
髪
も
ま
じ
え
た
当

時

の
記
者
団
と
約

二
時

間
あ
ま
り
談
笑
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

こ
う

し

高
ま
る
評
価

高

田

秀

二

今
年
の
行
事
を
省
り
み
て

そ
れ
と
九
月
か
ら
は

ク
ラ
ブ
の
勉
強
会

と
し

て
、
中
国
語
教
室
が
誕

生
し
た
し
、
十
月

に
は

囲
碁

の
同
好
会
も
生
ま

れ
、
日
本
棋
院

の
美

人

二
段
が
出
張
し
て
お
相

手
を
勤
め
て
く
れ

る

こ

と
に
な

っ
た
。

そ
れ
か
ら
映
画
観
賞

会
も
、
よ
う
や
く
定
着

し
て
き
た
感
じ
で
、
東

西

の
名
画

の
数

々
も
会

員

に
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
七
月
の
ク
ラ
ブ
懇

親

会

に
は
、
ド
イ
ツ
大
使

館
か
ら
お
国
自
慢

の
ワ

イ
ン
と
ビ
ー
ル
が
寄
贈

さ
れ
た
し
、
秋

の
懇

親

会
に
は
韓
国
大
使
館

の
ご
好
意
で
、
同
国

の
民

族
舞
踊
が
公
開
さ
れ
、

パ
ー
テ
ィ
に
花
を
添

え

た
。

さ
ん
ざ
ん
手
前

ミ
ソ
を
並
べ
て
き
た
が
、
企

画
委
員
会
と

し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
満

足
し
て
い

る
わ
け
で
は
な

い
。
も
ち
ろ
ん
現
在

の
ク
ラ
ブ

は
、
や
が
て
建

設
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

『
プ

レ
ス

会
館
』

へ
移
転

す
る
ま
で
の
過
渡
的

な
も
の
で

あ
り
、
部
屋
も

設
備
も
お
粗
末
な
も

の
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
何

と
い
っ
て
も
現
在

で
は
日
本

唯

一
の
記
者

の
溜
り
場
で
あ
り
、

こ
れ
を
育
成

し
て
い
く
こ
と

は
日
本
新
聞
界
の
責

任

で
あ
る

と
思
う
。
そ
れ

に
は
第

「
に
わ
れ
わ
れ
自
身
が

も

っ
と
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第

二

に
は
わ
れ
わ
れ
自
身
が
P
R
を
引
き
受

け
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
そ
こ
で
企
画
委
員
会

と
し
て
は
、
会
員

が

〃
オ
レ
タ
チ

の
ク
ラ
ブ
”

と
い
う
意
識

を
も

っ
と
深
め
、
で
き

る
だ
け
頻

繁
に
ク
ラ
ブ
を
訪

れ
て
く
れ
る
こ
と
を
お
願

い

す
る
。

そ
し
て
、

そ

の
次
に
は
せ

っ
か
く
ゲ

ス
ト
を

招
き
、
ま
た
記
者
会

見
を
や

っ
た
か
ら
に
は
、

で
き
る
だ
け
紙
面

に
そ
れ
を
掲
載
し
て
欲

し
い

の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
が
い
ま
の
ク
ラ
ブ

に
と

っ
て
最
大
の
願
望

な

の
で
あ
る
。

(共
同
通
信
社
常
務
理
事
)

も

っ
と
ご
利

用
を

た
会
含
に
利
用
す
る
に
は
、
日
本

記
者

ク
ラ
ブ

は
ま
さ
に
ピ

ッ
タ
リ
と

い
え
よ
う
。
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香
港
に
駐
在
す
る
外
人
記
者
の
数
は
、
時

に

か
な
り
の
増
減
が
あ
る
が
、
こ
の
二
、

三
年

は

百
二
十
人
前
後

と
ほ
ぼ

一
定
し
て

い

る

よ

う

だ
。
日
本
人
記
者

七
社
九
人

の
ほ
か
、

ソ
連

.

東
欧
圏
、

ア
フ
リ
カ
以
外

の
各
国
記
者
が
集

ま

っ
て
い
る
。

ソ
連

・
東
欧
圏

の
記
者
が

い
な
い

の
は
、
対
中
関
係
を
考
慮
す
る
香
港
政
庁
が
、

実
質
的
に
そ
の
入
国
を
認
め
て
い

な

い

た

め

で
、
ソ
連
人
記
者
が
香
港
に
入

っ
た
の
は
、
六

四
年
に

一
度
あ

っ
た
だ
け
ら
し
い
。

こ
う
し
た
外
人
記
者
を
対
象
に
、
香
港
外
人

記
者

ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
香
港
島
の
フ

ェ
リ
ー
ボ

ー
ト
発
着
所

(
天
星
碼
頭
)
に
近

い
、

サ
ザ
ラ

ン
ド

・
ハ
ウ

ス
の
十
五
階
、
こ
こ
に
は
会
員
制

の
バ
ー
も
あ
る
。
行
き
か
う

フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト

を
真
下

に
、
九
竜
側
を

一
望

の
も
と
に
お
さ
め

る
こ
の
バ
ー
は
、
値
段
も
安
く
食
事
も
で
き
る

か
ら
、
昼
食
時
か
ら
深
夜
ま
で
、
な
か
な
か

の

に
ぎ

わ
い
だ
が
、
中

に
は
千
ド

ル
近
か

い
つ
け

を
た
め
こ
む
会
員
も
あ

っ
て

(
日
本
人
で
は
な

い
、
念

の
た
め
)
、

繁

昌
の
わ
り
に
は
ク
ラ
ブ

幹
事
の
苦
労
も
多

い
よ
う
だ
。
こ
こ
を
会
場
に

月
平
均

一
度
、
香
港
を
訪
れ
た
外
国
要
人
と
の

昼
食
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

だ
が
こ
の
昼
食
会
を
除
け
ば
、
ク
ラ
ブ
単
位

の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
も
と
も

と
外
国
の

記
者
ク
ラ
ブ

で
は
親
善

組
織
と
い
う
色
彩
が
強

い
が
、
香
港

の
場
合
は
と
く
に
、
記
者
活
動

の

重
点
、
取
材

の
関
心
が
地
元
で
は
な
く
、
も

っ

ぱ
ら
中
国
に
あ

る
と
い
う
事
情
に
も
よ
る
と
こ

ろ
が
多

い
。
外

人
記
者
が
全
員
集
ま
る
よ
う
な

記
者
会
見
、

し
た
が

っ
て
ク
ラ
ブ
と

し
て

の
ア

レ
ン
ジ
が
必
要

な
記
者
会
見
は
、
少
な
く
と
も

こ
れ
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
か

っ
た

か
ら
だ
。

次
に
日
本
入
記
者
会

だ
け
の
動

き

と

し

て

片

岡

繁

雄

(
北
海
道
新
聞
外
蝦
部
)

香

港

の

記

者

ク

ラ

ブ

鑼
覊
灘
灘

驪
饑
羈

は
、
日
本
総
領
事
館
と

の
定
期
的

な

懇

談

会

と
、
政
庁

と
の
記
者
会
見
が
あ
る
.

こ
の
う
ち

後
者
は
、

そ
の
始
ま

っ
た
い
き
さ

つ
が
ち
ょ
っ

と
変
わ

っ
て

い
る
。
六
七
年
ホ

ン

コ
ン
フ
ラ
ワ

ー
製
造
工
場

の
労
働
争
議
に
端
を
発

し
た
香
港

暴
動
は
、
次
第

に
反
共
闘
争

の
色
彩
を
帯
び
同

年
夏

に
は
中

国
系
市
民

の
大
量
逮
捕
、
北
京
の

英
国
公
館
焼

き
打
ち
事

件
な
ど
中
英
関
係
の
決

定
的
悪
化

と

い
う
国
際
的
問
題
に
ま
で
発
展
し

た
。
当
時

こ
の
暴
動
を
も

っ
と
も

て
い
ね

い
に

フ
ォ

ロ
ー

し
た

の
が
日
本
入
記

者

団
。

そ

の

〃
香
港
発
”

の

ニ
ュ
ー

ス
の
影
響
力

に
、
政
庁

側
は
改

め
て
日
本
人
記
者
と
の
接
触

の
必
要
を

痛
感
、
そ

の
結
果
日
本
人
記
者
団
だ
け
と
の
会

見
が
始
ま

っ
た
と

い
う
。
最
初

は
週

一
同
、
日

本
人
記
者
会

の
幹
事
が
政
庁
側

に
希
望
す
る
テ

ー

マ
や
出
席
者
を
求
め
、
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
を

聞

い
た
、

し
か
し
二
年

ほ
ど
前

か
ら
隔
週
に
、

最
近
は

し
だ

い
に
不
定
期
に
な

っ
て
き
た
。
格

別
の
話

が

で
る
わ
け
で
も
な

い
の
が
記
者
会
側

が
冷
淡

に
な

っ
た
理
由

だ
が
、
政
庁
側
も
香
港

の
安
定

ぶ
り

に

〃
安
心
”
し
て
い
る

の
か
も
知

れ
な

い
。

政
庁

と

い
え
ば
、
香

港
の
新
聞

記

者

は

外

人
、
地

元
を
問
わ
ず
、
記
者
証
を
発
行

し
て
も

ら
う
。

し
か
し
外
人
記
者
に
関
す

る
か
ぎ
り
、

こ
の
記
者

証
の
お
世
話

に
な
る
こ
と
は
ま

っ
た

く
な

い
。
㎝頚
十
社
に
の
ぼ
る
地

元
記
者
の
場
A
ロ

で
も
、

い
ち

い
ち
記
者
証
を
提

示
し
て
取
材
し

て
い
る
の
を
見
た

こ
と
は
な

い
が
、

た
し
か
数

11
月

17
日

(水
)
に
予
定

さ
れ

て
い
た
赤
城

農
林
大

臣
の
昼
食
会
は
、
大

臣

の
入
院
加
療

の

た
め
中
止
。
ま
た
、
18
日

(
木
)
に
予
定
さ
れ

て
い
た
I
A
E
A
事
務
局
長

エ
ク
ル
ン
ド
氏
の

記
者
会
見
も
、

マ
ニ
ラ
空
港

ス
ト
ラ
イ
キ
の
た

め
、
予
定

の
18
日
に
来
日

で
き
ず
、

こ
れ
ま
た

中
止

の
止
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。

出
席

の
ご
連
絡
を
い
た
だ

い
て
い
た
方
が
た

に
は
電
話
で
中
止
を
お
伝

え

い
た

し

ま

し

た

が
、

一
部
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
方
も
あ
る
か

と
存

じ
ま
す
の
で
、
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

お

わ

び

か
月
前

の
香
港
紙

に
、
落

と
し
た
記
者
証
が
寸

借

サ
ギ

に
悪
用
さ
れ
た
と

か

い
う
記
事
を
見
か

け
た
記
憶
が
あ
る
。

と

こ
ろ
で
今
春

の
ピ

ン
ポ

ン
外
交
を
皮
切
り

に
、
中
国
外
交
が
活
発
化
す

る
に

つ
け
、
香
港

駐
在

の
外
人
記
者
も
多
忙
を
き

わ
め
て
い
る
よ

う
だ
。
北
京
を
訪
れ
る
外
国
訪
中
団
は
昨
年
同

期

と
く
ら
べ
ざ

っ
と
六
倍
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

香
港
経
由
だ
か
ら
、
行
き
帰

り
の
記
者
会
見
が

ル
ー

テ
ィ
ン
・
ワ
ー
ク
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
何

よ
り
新
関
記
者

の
訪
中
す

る
機
会
も
格
段
に
ふ

え
た
。

ク
ラ
ブ

の
バ
ー
に
も
、
そ
う
し
た
記
者

が
時
折
り
立
ち
寄

る
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
の
間

で
も
、
行

っ
て
き
た
か
、

い

つ
行
く

の
か
が
、
も

っ
ぱ

ら
挨
拶
代
り
に
な

っ

て

い
る
と
い
う
。
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嬲
”
上

京

の
都

度
”

深

山

栄

目
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
メ

ン
バ
ー
に
な
り
な
が

ら
そ
の
恩
恵
に
浴
す

る
機
会
が
あ
ま
り
な

い
。

日
月
一
回
の
編
慌集
委
r旧貝
ム
諏
の
晶隅
後
に
講
演
ム
買
や
記

者
会
見
が
あ
れ
ば
幸

い
な

の
だ
が
、
講
師

の
都

合

な
ど
で
注
文
ど
お
り
に
い
か
な
い
。

前
田
事
務
局
長
も

こ
の
点
に
つ
い
て
は
意
識

し
て
苦
心
し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

思

う
よ
う
に
い
か
な

い
と
嘆

い
て
お
ら
れ
た
。

い

ま
ま
で
に
話
を
き

い
た

の
は
佐
藤
総
理
、

マ
イ

ヤ
i
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
、
天
皇
訪
欧
前

の
宀于

佐
見
宮
内
庁
長
官
、
そ
れ
に
今
同
の
中
島
健

蔵

氏
ぐ
ら

い
だ
。

中
国
の
視
察
談

は
折
に
ふ
れ
聞

い
て
は

い
る

が
、
そ
の
多
く
は

ス
ト

レ
ー
ト
で
而
白
味
が
な

い
。
中
島
氏

の
は
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
的
な
文
化

人
ら
し
い
話
術

で
、

タ
テ
か
ら

ヨ
コ
か
ら
み
た

中
国
よ
も
や
ま
話

で
、
多
少
意
地
の
悪

い
よ
う

な
判
断
も
加

え
て
、
私
た
ち
に
は
意
外
に
通
ず

る
も

の
が
あ

っ
て
愉
快

で
あ

っ
た
。

台
湾
独
立
運
動
や
、

バ
リ
麻
酔

の
話
、
国
臨
晒

節
中
止
に
か
ら
ま
る
同
行
者
た
ち

の
推

理

か

ら
、
北
京
、
広
州

に
お
け
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
そ

の
他

の
文
化
活
動
な
ど
.

な
か
で
も
中
国
政
府
要
人
の
オ

フ
レ
コ
談

で

ど
こ
ま
で
オ
フ

レ
コ
な

の
か
わ
か
ら
な

い
話
。

ど
こ
か
で
そ
れ
が
発
表

さ
れ
る
や
、
逆

に
あ
ち

ら
側
系
の
新
聞

に
逆

に
出
た
り
す
る

こ
と
を
ど

う
解
釈
す
べ
き
か
と

い
う
話
な
ど
は
ザ

ッ
ク
バ

ラ
ン
で
結
構
で
あ

っ
た
。
私
も

つ
ら
れ
て
八
百

長
式
な
質
問
を
く
り
返

し
た
が
、

い
か
に
も
記

者
ク
ラ
ブ
な
ら

で
は
の
感
を
深
く
し
た
。

上
京
の
つ
ど
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら

の
余
暇

は
、
私
の
旧揚
A
口
い
く

つ
か
に
限
宀疋
さ
れ

る
が
、

支
社
員
と
の
懇
談
は
別

と
し
て
、
美
術
展
、
演

劇
観
賞
、
講
演
会
あ
た

り
が
中
心
と
な
る
。
若

い
頃
の
音
楽
観
賞

は
こ
の
頃
退
屈
に
な

っ
て
す

っ
か
り
遠
ざ
か

っ
て
し
ま

っ
た
。

今
凵
も
通
り
す
が

り
に
立
ち
寄

っ
た
日
動
サ

ロ
ン
の
鴨
居
玲

の
個
展

は
、
画
面
に
固
定
さ

れ

た
沈
痛
な
ま

で
の
群

の
中
で
私
の
心
を
深
く
吸

い
こ
ん
で
い
っ
た
。(北

日
本
新
聞
社
取
締
役
編
集
局
長
)

保
利
書
簡
雑
感

菊

野

博

保
利
書
簡
の
周
総
理

へ
の
橋
渡
し
が
美
濃
部

都
知
事
。
1

こ
れ
は
近
来
の
興
味
あ

る

ニ
ュ

ー

ス
だ
。
と

い

っ
て
も

こ
の
原
稿
が
会
報

に
の

る
頃
に
は
そ
ん
な

こ
と

あ

っ
た

っ
け
!
に
な

っ

い
る
か
も

し
れ
な

い
。
し
か
し
私
自
身

に
と

っ

て
は

一
会
員

の
声
と
し
て
の
自
己
紹
介

の
義
務

を
は
た
し
た

こ
と
に
な
る
か
ら
そ
れ

で
よ
ろ
し

い
。

「
は
た

せ
る
か
な
」
と
前
置
き

し
て
話
す
時

の
愉
快
さ

は

マ
ス
コ
ミ
人
な
ら
で
は
の
醍
醐
味

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

こ
の
橋
渡

し

事

件

は
、

「
は
た
せ
る
か
な
」

と
私
自
身
威
張

れ
る
か
ど

う
か
。

佐
藤
総

理
が
口
本
記
者
ク
ラ
ブ

の

昼

食

会

で
、

一
席

な
が
な
が
と
述
べ
た
頃

か
ら
、
総
理

と
保
利
幹
事
長
と
の
意
向
が
動

い
て
い
た
。
な

る
べ
く
中
国
問
題
に
は
ふ
れ
た
が

ら
な

い
。
そ

の
た
め
か
わ
ざ

わ
ざ
耳
に
た
こ
の
で
き
る
よ
う

な
長
広
舌
を

や

っ
て

い
る
。
そ

し
て
そ

の
中
で

「
バ
ス
に
乗

り
お
く
れ
た
と
日
中

正
常
化
を
非

難
さ
れ

る
。
し
か
し
バ
ス
に
乗

り
お
く
れ
た

ッ

て
飛
行

機
が
あ
る
.
バ
ス
よ
り
も
飛
行
機

で
行

け
ば

R
的
地
に
す
ぐ
着
け
る
か
ら
な
」
と
団
十

郎
佐
藤

は
笑
う
。
隣
り
に
い
た
友

人
と

「佐
藤

の
奴
、
こ
の
間

の
会
台
で
も

こ
ん
な
比
喩
を

つ

か
い
や
が

る
..
ど
う
も
耳
ざ

わ
り
だ
な
」
と
話

し
合

っ
た
。

保
利
幹
事
長
は

ニ
ク
ソ
ン
訪
中

の
突
.然

の
発

表
以
来
、

ま

っ
た
く

ニ
ク
ソ
ン
政
権
を
眼

の
仇

に
す
る
よ
う

に
の
の
し

っ
て
い
た
、

「
ア
メ
リ

カ
が
ほ
ん
と
に
火
中

の
栗
を
拾
う
か
ど
う

か
。

ア
メ
リ
カ
が

や
け
ど
を
し
た
ら
薬
を

つ
け

て
や

る
ぐ
ら

い
で
結
構
だ
」
と
う

そ
ぶ

い
た
。
そ
し

て
霞
ケ
関
外
交
官
僚

の
昔
日
の
土
性

っ
骨

の
な

い
こ
と
を
選
挙
区
で
ぶ
ち
あ
け
て
い
た
.、
保
利

は
執
念
深

い
。
訪
中
密
使

の
権
謀
を
め
ぐ
ら
し

た
こ
と
は
間
違

い
な

い
。
国
連
で
日
米
側
が
負

け
て
か
ら
は
保
利
の
決
意
が

い
よ
い
よ
固
ま

っ

た
。
そ
し
て
福

田
外
相
が
和
製
キ

ッ
シ
ン
ジ

ャ

ー
と
し
き
り
に
変
な
言
葉
を

つ
か

い
だ
す
。

保
利
書
簡

の
第
二
弾
は
ど
う
発
展
す
る
か
。

超
党
派

で
目
中
復
交
決
議
案
が
、
国
会

で
採
決

で
き
る
か
ど
う
か
が
そ
の
決
め
手
で
あ
る
。
周

総
理
も
口
中
議
連
に
近

い
日
中
復
交
決
議
案
が

国
会
金
員

の
決
議
と
し
た
ら
、
日
中
政
府
間
交

渉
を
む
げ

に
こ
と
わ
る
こ
と
も

で
き
求

い
、

(日
本
テ
レ
.ヒ
報
道
局
顧
問
)

中
島
健
蔵
氏
夕
食
会

(5)
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一
九
六
入
年

に
短

い
期
間

で
し
た
が
、
東
京
を
訪
れ
た

こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
日
本

の
閣
僚

の

一
人
が

「
日
本

は
世
界

銀
行
の
卒
業
生
の
第

一
号

で
あ
る
」
と
言

い
ま
し
た
。
彼

の
言

い
た
か

っ
た

こ
と
は
、
日
本

は
か

つ
て
世
界
銀
行

の
最
大

の
借

り
手
の

一
か
国
で
あ

っ
た
が
ー

今
で
も
世
界
銀
行
二
十
七
年

の
歴
史

に
お

い
て
見
ま
す
と
、
第
六
番
目

の
借
り

手

で

す

が

ー

も
は
や
日
本
は
世
界
銀
行
が
開
発
途
上
国
に
行
な

っ
て
い

る
よ
う
な
寛
大
な
条
件
の
借
款

に
は
、
頼
る
必
要
が
な

い
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

日
本

と
世
界
銀
行
の
関
係

は
、
お
互

い
に
利
益
を

わ
か
ち
合

う
仲
で
あ

る
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

[
九
五
三
年
か
ら

一
九
六
六

年
ま
で
の
間
に
、
日
本
は
三
十

一
件
、
総
額
八
億
五
千
万
ド

ル

以
上
に
の
ぼ
る
借
款
を
う
け
ま

し
た
が
、

こ
の
う
ち
現
在

四
億

五
千
万
ド

ル
余
り
が
残
高
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら

の

借
款
は
、
た
と
え
ば
東
海
道
新

幹
線
、
高
速
道
路
、
灌
漑
施

設

に
ま
わ
さ
れ
る
と
共
に
鉄
銅
、
電
力
と

い
っ
た
産
業
部

門

の
拡

大

に
用

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年

に
お
け
る
日
本

の
奇
跡
的
な
発
展
は
、
民
間
企
業
家

の

才
能

と
き
び
し
い
ま
で
の
努
力
と
創
意

工
夫

の
才
と
と

も
に
、

政
府

の
自
国
開
発
に
か
け
る
献
身

と
努
力

に
よ
る
も
の

で
あ
り

ま
す
が
、

こ
れ

に
は
世
界
銀
行

の
借
款
が
、
ま
た

一
助

と
し
て

さ
さ

や
か
な
貢
献
を
し
た
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
う

い
う
急
速
な
経
済
発
展
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
の
役
割
り
は
逆
転

し
た

の
で
す
。
昨
年

の
初
め
以
来
、

二
十

}
か
月
の
間

に
日
本

政
府

の
支
援
を
得

て
、
世
界
銀
行
は
五
億
ド
ル
以
上
に

の
ぼ
る

資
金

の
調
達
を

日
本
で
行
な
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
資

金
は
現
在
発
展
途
上
に
あ
る
世
界
銀
行
加
盟
国
の
九
十

五
か
国

に
与

え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
銀
行
は
日
本
が
国
際
経
済
共
同
体
全
体
の
中
で
、
さ
ら

に
低

開
発
諸
国

へ
の
資
金
供
与
国
番
付

の
中
で
、
ま
す

ま
す
重

要
な
地
位
を
占

め
て
き
て
い
る
こ
と
を
歓
迎
し
ま
す
。

い
ま
や

日
本

の
経
済
援
助
は
、
伝
統
的
に
関
係

の
深
い
東
南
ア
ジ

ア
は

も
ち
ろ
ん
世
界

の
各
地
域
に
お
い
て
も
、
世
界
的
開
発

援
助
計

画
の
中
で
の
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
開

発
途

上
国
に
対

す
る
日
本

の
資
金

の
流

れ
の
総
量
は
、

日
本

の

G
N

P
が
成
長

し
続
け
る
に

つ
れ
、
ま
た
G
N
P
に
対

す
る
政

ゲ

ス
ト

マ
ク

ナ

マ
ラ
世
界
銀
行
総
裁

G
N

P
は
過
去

の
も

の

1
世
界
銀
行
毋
援
助
政
策
-

昭
和
46
年

11
月
16
日

(土
)
日
本
記
者

ク
ラ
ブ

司
会

前
田

雄

二

通
訳

東

信
夫

府
開
発
援
助

の
割
り
合
い
が
他

の
先

進
国
の
水
準
に
近
づ
く
に

と
も
な

い
、
急
速
に
増
加
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
政
府
開

発
援
助
総
額

は
こ
の
十
年
間

に
数
倍

の
伸
び
を
示
す
べ
き

で
し

ょ
う
。

民
間
投
資

を
通

じ
、
あ
る

い
は
世
界
銀
行
の
よ
う
な
多
角
的

な
開
発
借
款
機
.閼
を
通
じ
、
そ

し
て
ま
た
直
接
の
政
府
援
助
に

よ

っ
て
な
さ
れ
る
日
本

の
す
べ
て
の
援
助
が
、
世
界
の
貧

し
い

地
域
に

い
る
二
十
億
も
の
人
び
と

の
、
貧
困
と
困
難
に
対
す

る

今
後
幾
年
続

く
か
知
れ
な
い
戦

い
に
と

っ
て
、
決
定
的
な

フ

ァ

ク
タ
ー
と
な

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

目
本

の
皆
さ
ん
は
、
日
本
経
済

に
と

っ
て
貿
易
が

い
か
に
重

要
で
あ
る
か
を
十
分
承
知
し
て

い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た

こ
の

め
ざ
ま
し

い
上
昇
を
続
け
る
生
活
水

準
を
さ
さ
え
る
た
め
に
市

場
拡
大
が

い
か
に
不
可
欠
か
、
さ
ら
に

こ
の
偉
大
な
工
業
機
械

類
が
生
産
を
続
け
る
た
め
に
原
材
料

の
調
達
が

い
か
に
不
可
欠

か
を
十
分

お
気
付
き
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

諸
国
間

の
複
雑
な
経
済
関
係
全
体

に

つ
い
て
国
際
的
な
討
議

が
行
な
わ
れ
て
い
る
現
在
、
世
界

の
貧

し
い
国
ぐ
に
の
開
発
は

富
め
る
列
強

の
単
な
る
慈
善
や
寛
容

の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を

ハ
ッ
キ
リ
思

い
お
こ
す
必
要
が
あ

る
と
私
は
考
え
ま
す
。

さ

い
ご

に
私

の
今
回
の
来
日

の
目
的

で
す
が
、
ま
ず
開
発
途

上
国
に
対
す

る
日
本
の
政
策
を
く

わ
し
く
知
り
、
か
つ
日
本

の

経
験
で
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
参
考

と
な
る
も
の
を
見
定

め
、
さ

ら
に
能
率
的

に
協
力
し
合
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
見

つ

け
出
す
た

め
で
す
。
私
は
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
明
日
関
係

閣
僚

の
方
が
た
、
お
よ
び
政
府

の
指
導
的
地
位
に
あ
る
方
が
た

と
話
し
あ

い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
と
世
銀
と
の
関
係

が
い
か
に
強
力

で
あ
り
、
い
か
に
親
密

で
あ
る
か
を
強
調

し
て

話
を
終

え
る
こ
と
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ハ
囗
ラ

ン

(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

。
タ
イ
ム
ズ
)

現
在

の
日
本

(6)



昭和46年12月10日 第22号

の
外
貨
保
有
高
、

一
四
〇
億
ド

ル
か
ら
、
き
た
る

一
年
間

で
ど

の
ぐ
ら

い
借
り
入
れ
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

答

前
も

っ
て
ど
れ
ぐ
ら

い
借

り
る
の
か
と
い
う
予
測
を
た

て
る
の
は
、
非
常
に
む
ず
か
し

い
の
で
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も

借
り
入
れ
先

の
政
府

の
許
可
が
必
要

で
す
の
で
…
…
。
ば
く
然

と
し
た
返
事
を
し
て
申

し
わ
け
な

い
の
で
す
が
、
実
績
と
し
て

過
去
十

二
か
月
間
、
各
国
よ
り
十

四
億
ド

ル
借
り
入
れ
て

い
ま

す
。
今
後
も

こ
の
ペ
ー
ス
で
借
り
入
れ
る

つ
も
り
で
す
。
そ

の

う
ち
幾
分

か
は
日
本
か
ら
借
り
た

い
と
思

い
ま
す
。

宮
地

(
日
経
)

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領

の
N
E
P
で
発
展
途
上

国
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
世
銀
と
し
て

こ
れ
を
何

ら
か
の
方
法
で
救
お
う

と
は
考
え
て
い
な
い
わ
け

で

す
か
。

答

私

は
世
界
銀
行
が
発
展
途
上
国
に
対
し
、
援
助
を
与

え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
幾
分
懐
疑
的

で
す
。
多
分
、
今
の
ご
質

問
は

冖
O
パ
ー
セ
ン
ト
課
徴
金

の
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
だ
と

思

い
ま
す
が
、

こ
の
課
徴
金
は
相
手
国

に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
変

わ

っ
た
形

で
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
が
、
発
展
途
上
国

の
輸

出
の
大
部
分

は
、
課
徴
金
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
と
見
な
し
て

良

い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
な
ぜ
な
ら
,

一
〇
バ
:
セ

ン

ト
課
徴
金

は
製
造
物
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
開
発
途

上
国
の
輸
出

の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
第

一
次
産
品
な
の
で
す
か

ら
。
し
か
し
な
が
ら
も
ち
ろ
ん
、
発
展
途
上
国
に
及
ぼ
す
通
貨

不
安
の
影
響
を
決

し
て
過
少
評
価

し
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ベ
ン
ソ
ン

現
在
の
経
済
危
機

は
今

後
世
銀

の
貸

し

出

し

額
、
借
り
入
れ
額
に
ど
の
よ
う
に
影
響

す
る
で
し
ょ
う

か
。

答

私

は
現
在

の
経
済
危
機
が
世
界

銀
行
の
借
り
入
れ
、

ま

た
は
貸
し
出

し
に
対
す
る
利
率

に
対

し
て
は
影
響
を
お
よ
ぼ
さ

な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
世
界
.銀
行
が
資
金
難
に
直
面
す
る
こ

(左 か ら 前 田4ト 務 局 ∫そ,マ クラ』マ ラ総 議,ク ラ ー ク世 銀 虞報 局 艮 冫

と
も

な

い
と
思

い
ま
す
。

ニ
ク
ソ

ン
大
統
領
が
八
月
十

五
日
に

声
明

し
た
新
経
済
政
策
の
日
標

は
、
今
ま
で
長
く
続

い
た
世
界

的
な

イ

ン
フ
レ
ー

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ー

に
対
し
て
解
決
が
見
い
だ
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
す
.
そ
し
て
こ
の
解
決
が
必
ず

し
も
全

面
的
解
決

で
な
く
て
も
、
部
分
的
解
決
が
生
み
出
さ
れ

る

こ
と

を
期

待

し
て

い
る
の
で
す
。
イ

ン
フ
レ
時
に
は
必
ず
金

利
が
上

が
る
と

い
う

の
が
常
識
で
す
。
も

し
イ
ン
フ
レ
が
抑
え

ら
れ

る

と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
金
利
が
ド
が
り
、
わ
れ

わ
れ

は

よ
り
低

い
利
率

で
借
り
入
れ
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
す

。

世

銀
は
今

ま
で
に
最
高
九
パ
ー

セ

ン
ト
の
利
率
で
借

り
入
れ

た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
特
殊
性
、
安
全
性
を
各
国

政
府

に

よ

っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
機
構

で
あ
り
な
か
ら
、
九
パ
ー

セ
ン

ト
と
い
う
高
率

で
借
り
入
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
の
は
、
ま
さ
に

イ
ン
フ
レ
の
影
響
を
物
語
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
以
上

の
よ

う
な
点

か
ら

ニ
ク
ソ
ン
声
明
が
巻
き
起

こ
し
た
経
済
危
機
が

わ

れ
わ
れ
世
銀

に
と

っ
て
不
利

で
あ
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
長
期

的
に
見
て
、
世
銀

の
目
標
達
成

に
プ

ラ
ス
と
考
え
ま
す
。

管
野

(
日
経
)

マ
ク
ナ

マ
ラ
氏
が
世
銀
総
裁

に

就

任

後

と
、
そ
れ
以
前
の
世
銀
の
大
き

な
違

い
は
何
か
。
次
に
中
国

の

国
連
加
盟

と
そ
れ
に
対
す
る
世
銀

の
政
策
な
ど
に

つ
い
て
触

れ

て
ほ
し
い
。

答

私
が
世
銀
総
裁
と
な
り
ま
し
て
か
ら
三
年
半
ほ
ど
た
ち

ま
す
。
当
初

、
わ
れ
わ
れ
は
次

の
三

つ
の
目
標
を

掲

げ

ま

し

た
.
第

一
は
貸

し
出
し
額
を
五
年
間

で
1

一
九
六
九
年

か
ら

一
九
七
三
年

の
間
で
す
が
i

倍

に
す

る
と
い
う

こ

と

で

し

た
、
そ

の
前

五
年
間
で
五
八
億
ド

ル
貸

し
出
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
倍
に
す

る
と
い
う
こ
と
は

冖
一
六
億
ド
ル
を
貸
し
出
す
と

い
う
こ
と
で
す
、
そ
し
て
、
す

で
に
こ
の
三
年
間
で
五
分

の
三

を
貸
し
川

し
ま
し
た
。
過
去
三
年

で
六
八
億
ド
ル
の
貸

し
出

し

を
行
な

っ
た

わ
け
で
す
。
こ
の
ぶ
ん
で
す
と
わ
れ
わ
れ
の
日
標

の

一
冖
七
億

ド

ル
を
こ
す
も

の
と
見

て
い
ま
す
。
第

二
は
重
点

項
日
主
義

で
、
長
期
的
発
展

の
基
礎
を
鍛
け
る
と
い
う
点
に
重

点
を
置

い
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

は
日
本

の
経
験
を
参
考
に
し

て
、
と
り
わ
け
次

の
三

つ
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。
第

一
は
人

冂
問
題
、
第

二
は
教
育

の
問
題
、
第

三
に
農
業

で
す
。

こ
れ
ら

の
点
に
留
意

し
て
、
世
界

の
も

っ
と
も
貧
し
い
国

ぐ

に

に

対

し
重
点
的
に
援
助
を
行
な

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
貧

し
い
国

と

い
う
の
は
年
間

の
国
民
所
得
が
百
ド

ル
以
下

の
国
を
指
す
も

の

で
す
。
そ
し
て
こ
こ
で
私
が
強
調
し
た

い
こ
と
は
、
G
N
P
を

は
か
り
と
し
て
物
を
は
か
る
時
代

は
、
も
は
や
過
ぎ
た
と

い
う

こ
と
で
す
。
G
N
P
以
外

の
も

の
を
1

人
ロ
、
教
育
、
農
業

(7)
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新

春

会

員

懇

親

会

新
年
互
礼
会
を
か
ね
て
左
記

の
要
領

で
会

員
懇
親

会
を
開
催
し
ま
す
.
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

一
刀
十
三
日

(木
)
午
後

五
時
～
七
時

場
所

日
本
記
者

ク
ラ
ブ

ル
ー

ム

会
費

五
〇
〇
円

な
お
当
日
は
余
興
と

し
て
空
く
じ
な

し

の
福
引
き

が
行
な

わ
れ
ま
す
。

な
ど
ー

考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が
現
在

の
世
銀
の
最
終
目
標
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
G
N
P
以
外

の
も
の
に
も

っ
と
関
心
を
向

け
る
必
要
が
あ
る
か

と

思

い

ま

す
。次

に
中
国
に
関
す
る
問
題

で
す
が
、
こ
れ
は
非
常

に
複
雑
な

問
題
で
も
あ
り
、
ま
た

い
ろ
い
ろ
法
律
問
題
も
含

ん
で
い
ま
す

の
で
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
と
い
う
の
が
私

の
答

え
で
す
。

閑
o
ぽ
諄

ロロ
■

蜜
。Z
99
ヨ
薗
冨

総
裁
略
歴

「
九

一
山ハ
年

生
ま
れ

カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒

一
九

四
〇
年

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
営
学
教
授

第

二
次
大
戦
中
空
軍
中
佐

一
九
四
六
年

フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社
入
社

一
九
六
〇
年

フ
ォ
ー
ド
社
長
就
任

一
九
六

一
年

国
防
長
官
就
任

「
九
山ハ
八
年

世
銀
総
裁
就
任

会
員
の
異
動

入

会(登
録
ク
ラ
ブ
貝
)

樫
沢

典
昭

口
本
テ
レ
ビ
報
道
部
専
門
部
長
兼ニ

ュ
ー
ス
課
長

土
井

正
澄

仙
台
放
送
取
締
役
東
京
支
社
長

小
林

聴

読
売
新
聞
祉
英
字
新
聞
部
主
任

多
治
見
富
弥

広
島
テ
レ
ビ
東
京
支
社
編
成
課
長

梁
田

浩
棋

朝
目
新
聞
社
論
説
委
員

梅
村

和
定

日
本
放
送
協
会
報
道
局
政
治
部
主
管

菅
田

敏

〃

〃

〃

川
本

正
之

〃

〃

政
治
部

山
本

孝

〃

〃

〃

玉
木

存

〃

〃

経
済
部
長

芝
辻

正
昭

〃

〃

経
済
部
記
者

橋
本

秀

一

〃

〃

経
済
部

彦
井

公
雄

〃

〃

社
会
部
長

玉
井

賢
二

〃

〃

社
会
部
副
部
長

山
本

肇

〃

〃

社
会
部

清
水

真

}

〃

〃

外
信
部
副
部
長

河
崎

勲

〃

〃

外
信
部

瀬
川

昌
昭

〃

枇
会
番
組
班
部
長

水
田

明

〃

運
動
番
組
班
部
長

山
屋

英
男

〃

解
説
委
員

渡
辺

一
男

〃

教
育
局
教
養
班
部
長

役
職
変
更

尾
畑

雅
奨

口
本
放
送
協
会
報
道
局
政
治
部
副
部
長

海
老
沢
勝
二

〃

〃

政
治
部
記
者

広
瀬

嘉
夫

〃

解
説
委
員

十

二
月

行

事

11
日

(
土
)

社
会
党
成
田
委
員
長
昼
食
会

時
間

正
午
～
午
後

二
時

場
所

帝
国
ホ
テ
ル

本
館

3
階

〃
亀
”

17

日

(
金
)

木
村

経
企
庁
長
官
タ
食
会

時
間

午
後
五
時
半

～
七
時
半

場

所

「
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ
」

〃
里
”

(
於
大
阪
)

年

末

年

始

の

休

業

の

お
知

ら

せ

今
年
も

い
よ

い
よ
十

二
月
、
年

の
瀬
も

お
し

つ

ま

っ
て
ま

い
り
ま

し
た
。

こ
の

一
年
間
、
会
員

の

皆
様
か
ら
、

い
ろ

い
ろ
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ま
こ

と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
事
務

局

一
同

b

か
ら
お
礼
申

し
あ
げ

ま
す
。

ク
ラ
ブ

・
ル
ー

厶
は
年
内

十
二

月

一
一十

八

日

(
火
)
ま
で
平
常
通

リ
開
室
、
新
年
は

一
月

五

日

(
水
)
か
ら
ク
ラ
ブ

。
ル
ー
ム
を
開
室

い
た
し
ま
す
..

事
務
局
も
ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム
と
同
様
、
十

二
月

二
十
九
日
か
ら

一
月
四

日
ま
で
閉
室

い
た
し
ま
す
。

新
年

に
は
、
上
掲

の
と
お
り
、

一
月

十
三

日

(
水
)
に
、
新
年

互
礼
会
を
兼
ね
て
懇
親
会

を
開
き

ま
す
の
で
、
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。
会
員

の
皆
様

良

い
お
年
を
お
迎

え
く

だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
祈
り

申

し
あ
げ
ま
す
。

事
務

局

】
同

(8)


